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1.はじめに

本研究では眼科遠隔医療における立体画像表示法を検討して

いる.眼科画像の一つであるスリットランプ画像は幅が細いた

め両眼融合範囲が比較的狭いと考えられるが,その範囲は明ら

かにされていない．本稿ではこの範囲に関して検討した．

２方法

細隙灯顕微鏡で撮影されたスリットランプ画像（図I）をラ

ンダムドツトステレオグラム(以下RDS)でモデル化し(図2)，

角膜および虹彩の視差を変化させる（図3）ことで両眼融合範

囲を測定した．実験条件を表Ｉに示す、２秒間のRDS提示後，

黒画像を２秒間提示し，再び視差員を変化させたＲＤＳを提示

するという手順を繰り返し,視差量をoから増加させる上昇系

列と,両眼融合できない過大な視差量から減少させる下降系列

を提示画像とした.このとき角膜または虹彩の中央部を注視

した際に両者が同時に融合視できる視差の範囲と,両領域を自

由視観察した際に融合視できる範囲を測定した.、

3.結果と考察

角膜注視および自由視条件における上昇系列の測定結果を図

4に示す．注視条件では測定条件によらず，両眼融合範囲はO5

deg程度となった.自由視条件では,注視条件と比較すると融合
範囲が広く，またスクリーン面奥への表示よりは手前表示の方

が融合範囲が広い．また．スリット幅が広くなるにつれて融合

範囲が広がる傾向がみられた.上昇系列と下降系列とではほぼ

等しい融合範囲となったが,これはRDSの視差を変化させる際

に２秒間の黒画像を提示したため，この間に被験者の輻鎮状態

がリセットされたことが一因と考えられる.水平視角が極めて

狭い線状の視覚刺激[１１および水平視角20degという広い視覚刺

激[21に対する融合範囲が報告されている．また水平視角が３０

deg程度までであれば刺激の視角が広いほど両眼融合範囲が広
くなる[21ことが知られている測定条件が異なるため単純な比
較はできないが,本研究の自由視条件における測定結果は視覚

刺激の視野角を考慮するとこれらと矛盾しないものとなった．

4.まとめ

細隙灯顕微鏡で撮影されたスリットランプ画像の両眼融合範

囲を測定した．今後はこの融合範囲にもとづき，眼科画像とし

てひずみが少なく見やすい立体画像の表示法に関して検討する
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(3)虹彩を固定（b)角膜最突部を固定

図３視差の与え方

表１実験条件

檀験者散

試行回散

RDS提示時間

RDS消去時間

輝度ドット（白）

背景（黒）

クロストーク

室内照度

モニタ２１irhカラーCRT

立体裏示法時分割液晶

シャッタ方式

視臣薗０９ｍ

水平画角245deg

スリットサイズ0.8～3.即
Ｘ１５２Ｖｄｅｇ 

ドットサイズ０.ＩＨｘＯ１Ｖｄｅｇ

ドット密度５０％
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図４スリットランプ画像の両眼融合範囲
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